
　

舞
台
に
立
ち
な
が
ら
、
研
修
生
に
教
え
る
よ

う
に
な
っ
て
、十
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

坂
東
玉
三
郎
さ
ん
か
ら
も
、
後
輩
に
教
え
な

さ
い
、伝
え
な
さ
い
と
、お
言
葉
を
頂
き
、ツ
ア
ー

を
離
れ
て
研
修
所
へ
集
中
稽
古
に
行
く
近
年
。

人
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
に
返
っ
て

く
る
こ
と
が
多
く
、
再
確
認
に
な
り
、
教
え
て
い

る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
明
確
に
な
っ
て
、
そ
の
動

き
に
理
由
や
説
明
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
研
修
生
が
上
手
に
な
っ
て
く
る
と
、

成
果
が
見
え
て
嬉
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
反
面
、

成
果
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
教
え
方
が
良

く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
だ
り
も
。

　

研
修
生
に
求
め
る
の
は
、
技
術
や
上
手
さ
で

は
な
い
。
ま
ず
は
体
力
と
根
性
。
こ
れ
が
な

け
れ
ば
そ
の
上
に
技
術
は
の
ら
な
い
、
つ
ま
り
、

し
っ
か
り
し
た
土
台
（
基
礎
）
が
な
け
れ
ば
、
家

（
技
）
は
建
た
な
い
の
で
す
。
教
え
た
い
の
は
そ

の
先
に
あ
る
の
に
、
太
鼓
を
叩
く
体
力
が
な
け

れ
ば
、
そ
の
先
に
行
け
な
い
。
だ
か
ら
体
力
と

根
性
が
必
要
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
芸
は
教
え
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
見

て
盗
め
！　

と
い
う
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

す
ぐ
に
出
来
な
く
て
も
、
見
て
覚
え
て
お
い
て
、

自
分
の
も
の
に
出
来
る
よ
う
に
稽
古
を
繋
げ
て

い
け
ば
、上
達
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、物
を
大
切
に
す
る
心
。

　

太
鼓
や
バ
チ
や
台
な
ど
を
大
切
に
し
な
い
者

は
、
上
達
は
し
な
い
ぞ
！　

こ
の
言
葉
は
、
初
め

て
教
え
る
時
に
は
、
必
ず
言
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
太
鼓
も
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
音
で
返
し
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
バ
チ
と

い
う
の
は
相
棒
で
あ
っ
て
、太
鼓
打
ち
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
存
在
な
ん
だ
と
、

あ
る
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
所
で
の
二
年
間
は
、
太
鼓
や
踊
り
や
唄

の
稽
古
以
外
に
も
色
々
な
習
い
事
や
農
作
業
が

あ
っ
た
り
と
、
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
ゆ
と
り

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
経
験
が
自

分
の
引
き
出
し
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
舞
台
に

上
が
っ
て
い
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
、目
標
に
向

け
て
稽
古
に
精
進
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

努
力
は
裏
切
ら
な
い
！
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藤
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研
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元
・
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潟
県
栽
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漁
業
セ
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タ
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長

桃
井
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家
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茶
道
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松
永
政
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能
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宝
生
流
教
授
嘱
託

	
	

幸
清
流
小
鼓
準
職
分

小
笠
原
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［
狂
言
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能
楽
師
和
泉
流
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方

金
城
光
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球
舞
踊
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踊
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太
圭
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の
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師
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岩
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県
盛
岡
市
・
黒
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さ
ん
さ
踊
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保
存
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黒
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さ
ん
さ
踊
り
］

岡
田
京
子	

［
歌
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作
曲
家

伊
藤
多
喜
雄	

［
唄
］	

民
謡
歌
手

赤
塚
五
行	

［
俳
句
］	

新
潟
日
報
佐
渡
版
俳
句
選
者

熊
田
勝
博	

［
講
義
］	

照
明
家

葛
原
正
巳	

［
陶
芸
］

西
須
殉
治	

［
木
工
］	

指
物
師

岩
崎
ち
ひ
ろ	

［
魚
の
さ
ば
き
方
］	

魚
屋

松
田
祐
樹	

［
講
義
］	

佐
渡
の
芸
能
研
究
者

狩
野
泰
一	

［
笛
］	

篠
笛
奏
者

金
子
竜
太
郎	

［
太
鼓
な
ど
］	

和
太
鼓
奏
者

鼓
童
メ
ン
バ
ー
講
師

内
容
／
太
鼓
、踊
り
、唄
、笛
、身
体
ケ
ア
、舞
台
実
習
、

農
作
業
、造
形
、講
義
、英
会
話
、生
活
全
般
な
ど

講
師
／
大
井
良
明
、藤
本
吉
利
、小
島
千
絵
子
、

藤
本
容
子
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井
キ
ヨ
子
、山
口
幹
文
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知
弘
、新
井
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志
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つ
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さ
、石
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充

（
補
佐
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辻
勝
、船
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裕
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郎
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江
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部
研
三
）

青
木
孝
夫
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野
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司
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子
、千
田
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子
、

石
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奈
子
、松
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長
、

土
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達
也
、メ
ラ
ニ
ー・テ
イ
ラ
ー
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